
2001年出上の木簡

新
潟
。岩
倉
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
田
伏
字
岩
倉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
∽
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
　
肇

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
糸
魚
川
市
の
東
を
流
れ
る
早
川
河
口
付
近
、
海
岸
か
ら
約
三
〇

〇
ｍ
入
っ
た
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
調
査
は
国
道
八
号
線
糸
魚
川
東
バ
イ
パ

ス
エ
事
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
た
。

周
辺
に
は
伝
極
楽
寺
跡
や
田
伏

製
鉄
遺
跡
な
ど
中
世
の
遺
跡
が

多

い
。
ま
た
、
『古
事
記
』
に

見
ら
れ
る
沼
名
川
姫
を
祭
神
と

す
る
式
内
社
奴
奈
川
神
社
も
近

り

在
す
る
。
近
世
に
は
幕
府
の
郷

練

蔵
が
置
か
れ
周
辺
郷
村
の
中
心

と
な
り
、　
一
方
、
北
陸
道
の
宿

場
と
し
て
も
繁
栄
し
た
。

立
地
の
関
係
上
、
調
査
区
東
半
は
川
原
石
が
厚
く
堆
積
す
る
河
川
氾
濫
原
で

遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
丘
陵
側
の
西
半
で
は
礎
石
建
物

一
棟
と

一
辺
約

八
ｍ
の
正
方
形
の
方
形
区
画
遺
構

一
〇
基
な
ど
を
検
出
し
た
。
方
形
区
画
の
南

辺
部
分
に
は
直
径
五
ｃｍ
ほ
ど
の
杭
が
約
三
〇
伽
間
隔
で
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、

土
止
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
水
田
跡
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
は
方
形
区
画
周
辺
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
出
土
状
況
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
出
土
層
位
が

一
五
―

一
六
世
紀
の
陶
磁
器
片
を
主
体
と
す

る
暗
褐
色
土
層
で
、
そ
の
上
層
が
近
世
陶
磁
器
片
を
主
体
と
す
る
た
め
、
中
世

後
期
の
も
の
で
、
近
世
に
は
下
ら
な
い
。
周
辺
か
ら
は
他
に
鳥
形
や
人
形
と
思

わ
れ
る
木
製
祭
祀
具
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ｍ
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日日日
日
日
‐‐
日
日
日
日
日
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牌ヽ
ω
×
Ｐ∞
×
∞
　
ｏＰＰ

上
端
部
を
圭
頭
状
に
、
下
端
部
を
隅
九
状
に
成
形
す
る
。
下
端
は
二
次
的
な

も
の
か
、
他
の
部
材
に
転
用
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
下
端
部
裏
面
に
は
木

片
を
刹
ぎ
取

っ
た
よ
う
な
痕
跡
も
見
ら
れ
る
。
墨
痕
の
残
る
表
面
は
調
整
が
施

さ
れ
て
い
る
が
、
裏
面
に
は
調
整
が
見
ら
れ
な
い
。
左
側
面
に
は
調
整
の
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
右
側
に
は
そ
れ
が
明
確
に
は
見
ら
れ
な
い
。
墨
痕
は
出
土
時
点

で
は
肉
限
で
読
め
る
ほ
ど
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
下
端
部
に
近
づ
く
ほ

ど
墨
が
薄
い
。
墨
痕
が
明
瞭
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
字
は
釈
読
で
き



て
い
な
い
。
上
端
部
に
近
い
部
分
は
ど
こ
ま
で
を

一
文
字
と
認
識
す
れ
ば
よ
い

か
判
然
と
し
な
い
。
通
常
の
漢
字
で
は
見
慣
れ
な
い
字
体
の
も
の
も
見
ら
れ
、

釈
読
を
難
し
く
し
て
い
る
。

圭
頭
状
の
形
状
や
祭
祀
具
を
付
近
か
ら
共
伴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
祀
関

係
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
中
間
付
近
に

「芋
」
釜
四薩
）
の

よ
う
な
文
字
も
見
ら
れ
る
の
で
仏
教
関
係
と
い
う
推
測
も
可
能
で
あ
る
。　
一
方
、

水
田
と
思
わ
れ
る
方
形
区
画
施
設
に
伴
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
水
田
農
耕
な

ど
に
関
係
す
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
奈
良
女
子
大
学
舘
野
和
己
氏

。
新
潟
大

学
小
林
昌
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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新
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査
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一
三
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一年
）
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一
穂
）

木

簡

研

究

第
二

号

巻
頭
言
Ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
思
う
―
　
　
　
　
石
上
英

一

一
九
九
八
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪
　
秋
篠

・
山
陵
遺
跡
　
薬
師
寺
旧
境

内
　
藤
原
京
跡
右
京
六
条
四
坊
北
西
坪
　
大
藤
原
京
跡
左
京
北
五
条
三
坊
南
西

坪
　
飛
鳥
池
遺
跡
　
飛
鳥
池
東
方
遺
跡
　
飛
鳥
東
垣
内
遺
跡
　
川
原
寺
跡
　
吉

備
池
廃
寺
　
長
岡
宮
跡
　
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
五
町
　
平
安
京
跡
左
京

七
条
二
坊
人
町
及
び
本
囲
寺
　
鳥
羽
遺
跡

・
鳥
羽
離
宮
跡
　
大
藪
遺
跡
　
興
戸

宮
ノ
前
遺
跡
　
武
者
ヶ
谷
遺
跡
　
河
守
遺
跡
　
難
波
宮
跡
　
大
坂
城
下
町
跡

長
保
寺
遺
跡
　
溝
昨
遺
跡
　
玉
櫛
遺
跡
　
釣
坂
遺
跡
　
加
都
遺
跡
　
豊
岡
城
館

遺
跡
　
岩
井
枯
木
遺
跡
　
宮
内
黒
田
遺
跡
　
姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡
　
古

網
干
遺
跡
　
エハ
大
Ａ
遺
跡
　
櫛
田
地
区
内
遣
跡
群
奥
ノ
垣
内
地
区
　
内
垣
外
遺

跡
　
宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
　
汐
留
遺
跡
　
江
戸
城
外
堀
跡

（四
谷
御
門
外
橋

詰

・
御
堀
端
通

・
町
屋
跡
）
　

法
光
寺
跡
　
白
鴎
遺
跡
　
池
之
端
七
軒
町
遺
跡

浅
草
寺
遺
跡
　
上
千
葉
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
小
谷
城
跡

（伝
知
善
院
跡
）
　

尾

上
浜
遺
跡
　
屋
代
遺
跡
群

（北
陸
新
幹
線
関
係
）
　

榎
田
遺
跡
　
一
本
柳
遺
跡

市
川
橋
遺
跡
　
柳
之
御
所
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
後
田

（旧
月
記
）
遺
跡
　
洲

崎
遺
跡
　
福
井
城
跡
①
　
福
井
城
跡
②
　
神
野
遺
跡
　
堅
田
Ｂ
遺
跡
　
広
坂
遺

跡
　
中
保
Ｂ
遺
跡
　
東
木
津
遺
跡
　
栃
谷
南
遺
跡
　
榎
井
Ａ
遺
跡
　
下
ノ
西
遺

跡
　
士τ
本
杉
遺
跡
　
砂
山
中
道
下
遺
跡
　
下
町

・
坊
城
遺
跡
Ｃ
地
点
　
船
戸
川

崎
遺
跡
　
一二
日
谷
Ｉ
遺
跡
　
熊
山
田
散
布
地
　
岡
山
城
二
の
丸

（中
国
電
力
変

電
所
）
遺
構
　
新
道

（清
輝
小
）
遺
跡
　
米
田
遺
跡
　
百
間
川
米
田
遺
跡
　
四

日
市
遺
跡
　
下
上
戸
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
平
田
七
反
地
遺
跡

元
岡
遺
跡
群

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
二

一
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
十
坪

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（二
）

長
岡
京
跡

（
一
人
号
）

東
浅
香
山
遺
跡

（
二
〇
号
）

伊
興
遺
跡

（
一
九

号
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「長
屋
王
家
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」
の
記
録

削
婿
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡
…
渡
辺
晃
宏
、
長
屋
王
家
の
米
支
給
関
係
木
簡

…
勝
浦
令
子
、
長
屋
王
家
の
経
済
基
盤
と
荷
札
木
簡
…
櫛
木
謙
周
、
討
論
の
ま

と
め
…
東
野
治
之

木
簡
の
撮
影

書
評
　
今
泉
隆
雄
著

『古
代
木
簡
の
研
究
』
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